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　10 月 31 日（土）川内文化ホールで、はん
や全国大会が開催されました。市内外から
24組が参加し、熱演を繰り広げました。
　遠路はるばる広島県竹原市から参加した
「竹原やっさっさ流し踊り」。５人の三味線に
合わせ、優雅な手踊りで観衆を魅了しました。

　第 27回南日本小学生読書感想文コンクールで、
倉野小学校 6年生福

ふくやま

山悠
ゆう

君の「『ぼくらの未来』を
読んで」が、最高賞の旺文社社長賞に輝きました。
また、同小２〜５年生の児童も受賞し、在籍する
すべての学年から受賞者が出るという快挙を成し
遂げました。福山君の作文には「倉野の方々の思
いを受け止めながら、自分を信じ、自分にできる

行動を起こし、ぼくの未来と、ぼくを支えてくれ
る倉野の未来をつくっていこう。」と故郷への思い
がつづられています。
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　11月 7日（土）、南さつま市で行われたさ
わやか一輪車大会（県内外から 31校 420 人
参加）で、山田小学校が競技の部 400 ｍリ
レー優勝、演技の部総合演技部門優勝とい
う素晴らしい成績を収めました。全校児童
17人で得た成績にみんな大喜びでした。

　平良自治会が小学校や長寿会などの協力
の下、不法投棄防止の看板を設置しました。
看板には、地域住民が応募した標語 41点の
中から選ばれた優秀作を表記。地元の道路
沿いに設置して、自然保護を呼び掛けてい
ます。

　11月 8日（日）長浜小学校で、竜宮文化フ
ェスタが開催。郷土芸能発表のほか、秋太
郎の解体ショーなどで会場は大盛況でした。
この日は、生涯学習フェスティバルも同時
開催され、落語家の桂

かつら

蝶
ちょうろく

六さんが「健康に生
きる笑いの力」の話で、会場を沸かせました。

　10月31日（土）上甑老人福祉センターで、
長目の浜シンポジウムが開催されました。約
130 人の住民が参加し、県内外 4人の専門
家らが貝池のバクテリアなどの調査結果を発
表。参加者らは、興味深く聞き入り、ふるさと
の自然の希少性を再確認しました。

　11月８日（日）入来文化ホールで、第５回
市文化協会入来文化祭が行われました。幼児
から高齢者まで幅広い年齢層の方々が、歌や
踊りなどを披露しました。皆さん日ごろの練習
の成果をいかんなく発揮し、会場からは大き
な拍手が送られました。

　11月 3日（火）、黒木わいわい児童クラブ
の皆さんが、焼酎の原料となる芋掘りを行
いました。同クラブの運営費をねん出する
ため、地域の方々の協力をもらい 3,500㎏
を収穫しました。初めて参加した児童らは、
芋を掘り起こすたび歓声を上げていました。
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